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谷 浩行 (日本獣医畜産大学 ･
野生動物学教室)
ハムスターテスト (Sperm-HamsterOocyte
PenetrationAssay)を利用して各時期の精子受
精能力 (精子の卵侵入能力)を調べることにより､
一般的に雌に依存しているといわれているニホン
ザル雄の季節繁殖性を検討した｡
10､14､19才の雄ニホンザル3頭および､対
照として成熟雄カニクイザル1頭を使用し､さま
ざまな時期に採梢して､以下の実験を行った｡
電気射精法 (ペニス法)により採和し､性状検
査を行った.精子は精液静匠法により活性良好椅
子のみ炭酸ガス培養器 (5%CO2､95%air､37℃)
内で前培養 (2-llhrs)を行った｡並行して､
ホルモン投与により過排卵処置を施した成熟雌ハ
ムスタ 卵ー管より採卵し､群索処理により透明帯
除去未受精卵を作製､渋皮調韮した荊培養精子と
共に炭酸ガス培養器内で媒柵 (2-6hrs)を行っ
た.媒柄の終了した卵は固定､敗色を行った後､
光学蹄微銃下で観察して､膨化和子頭部または雄
性前核および付随する尾部の存在により受精卵と
判定した｡
対照としたカニクイザルの6-8月 (前期)､
9-12月 (後期)の結果では､精液性状には著し
い変化がみられなかったのに対して､精子の卵侵
入率が最高値を示した媒精時間は､前期 (5hrs)
に比べ後期 (3hrs)に短縮し､周年繁殖を示すと
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